
（
日
日
）

鎌
倉
前
期
の
天
台
座
主
慈
円
が
書
い
た
『
愚
管
抄
』
に
は
、
怨
霊
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

怨
霊
ト
云
ハ
、
セ
ン
ハ
タ
守
現
世
ナ
ガ
ラ
フ
カ
ク
意
趣
ヲ
ム
ス
ビ
テ
カ
タ
キ
ニ
ト
リ
テ
、
小
家
ヨ
リ
天
下
ニ
モ
ヲ
ョ
ビ
テ
、
ソ
ノ
カ

タ
キ
ヲ
ホ
リ
マ
ロ
・
ハ
ヵ
サ
ン
ト
シ
テ
、
謹
言
ソ
ラ
言
ヲ
ツ
ク
リ
イ
ダ
ス
’
一
テ
、
世
ノ
ミ
ダ
レ
又
人
ノ
損
ズ
ル
事
ハ
タ
ざ
ヲ
ナ
ジ
事
ナ

リ
。
顕
ニ
ソ
ノ
ム
ク
イ
ヲ
ハ
タ
サ
ネ
バ
冥
二
ナ
ル
バ
カ
リ
ナ
リ
。

怨
霊
と
は
、
現
実
世
界
に
お
い
て
果
た
せ
な
か
っ
た
復
讐
を
、
冥
界
に
お
い
て
果
た
す
た
め
に
登
場
す
る
存
在
で
あ
っ
て
、
相
手
を
攻

撃
す
る
だ
け
で
な
く
世
の
乱
れ
を
も
引
き
起
こ
す
存
在
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
怨
霊
は
、
異
常
死
に
よ
り
、
本
来
落
ち
着
き
べ
き
場
所

に
霊
魂
が
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
ず
、
宙
を
漂
っ
た
り
、
人
に
懇
依
し
た
り
し
て
、
生
前
に
抱
い
た
恨
み
を
果
た
そ
う
と
す
る
存
在
で
あ

り
、
と
り
わ
け
古
代
・
中
世
社
会
に
お
い
て
恐
れ
ら
れ
た
。

（
２
）

「
怨
霊
」
と
い
う
語
の
初
見
は
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
○
五
）
四
月
甲
辰
（
五
日
）
条
に
見
え
る
以
下
の
記
事
で
あ
る
。

怨
霊
へ
の
対
処

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

は
じ
め
に ｌ

早
良
親
王
の
場
合
を
中
心
と
し
て
Ｉ

山
田
雄
司

(“）



そ
の
後
し
ば
ら
く
は
記
録
に
災
異
な
ど
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
延
暦
九
年
に
な
る
と
災
異
が
頻
発
し
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
記
さ
れ

て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
災
異
の
原
因
が
怨
霊
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
災
異
に
対
す
る
一
般
的
対

応
と
し
て
の
対
処
が
な
さ
れ
た
。
延
暦
九
年
（
七
九
○
）
三
月
十
四
日
に
は
、
伯
耆
・
紀
伊
・
淡
路
・
参
河
・
飛
騨
・
美
作
等
の
六
国
が

と
さ
れ
る
。
一

推
測
さ
れ
る
。

早
良
は
光
仁
天
皇
の
皇
子
で
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
兄
の
山
部
親
王
が
即
位
（
桓
武
天
皇
）
す
る
と
皇
太
子
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

延
暦
四
年
（
七
八
五
）
九
月
二
十
二
日
に
起
こ
っ
た
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
関
与
し
た
と
し
て
廃
太
子
と
さ
れ
、
乙
訓
寺
に
幽
閉
さ
れ
た

後
、
朝
廷
か
ら
飲
食
を
停
止
さ
れ
る
も
の
の
十
余
日
耐
え
、
淡
路
へ
船
で
移
送
さ
れ
る
途
中
の
十
月
十
七
日
に
高
瀬
橋
頭
で
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
亡
骸
は
そ
の
ま
ま
淡
路
に
運
ば
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
。
埋
葬
さ
れ
た
当
初
は
、
「
犯
罪
者
」
と
し
て
の
墓
が
作
ら
れ
た
も
の
と

令
里
諸
国
一
奉
二
為
崇
道
天
皇
一
、
建
二
小
倉
一
納
二
正
税
四
十
束
一
、
井
預
中
国
忌
及
奉
幣
之
例
上
、
謝
二
怨
霊
一
也
、

早
良
親
王
の
霊
魂
の
慰
撫
を
す
る
た
め
に
、
諸
国
に
小
倉
を
建
て
て
正
税
を
納
め
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
国
忌
と
奉
幣
の
例
に
加
え
る
こ
と

（
３
）

が
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
「
怨
霊
的
」
な
現
象
は
そ
れ
以
前
か
ら
起
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
崇
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

現
代
社
会
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
「
怨
霊
」
の
所
為
と
す
る
考
え
方
は
残
存
し
て
お
り
、
言
う
な
ら
ば
「
怨
霊
」
は
日
本
社
会

の
根
底
に
潜
む
考
え
方
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
思
想
な
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
「
怨
霊
」
と
し
て
確
立
さ
れ
た
早
良
親
王
の
怨
霊
へ
の
対
処
を
中
心
に
、
怨
霊
に
は
い
か
な
る
対
応
が
な
さ
れ
て
鎮
撫
が

（
４
）

図
ら
れ
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

一
、
儒
教
的
対
応

(狸）



朕
以
二
寡
徳
一
、
臨
二
駅
衰
区
一
、
国
哀
相
尋
、
災
変
未
し
息
、
転
レ
禍
為
し
福
、
徳
政
居
レ
先
。
思
下
布
二
仁
恩
一
、
用
致
中
安
穏
上
。
宜
可
レ

大
一
｛
赦
天
下
一
。
自
二
延
暦
九
年
閏
三
月
十
六
日
昧
爽
一
以
前
大
畔
巳
下
、
罪
無
軽
重
一
、
巳
発
露
・
未
発
露
、
已
結
正
・
未
結
定
、
繋

囚
・
見
徒
、
私
鋳
銭
、
八
虐
、
強
窃
二
盗
、
常
赦
所
し
不
し
免
、
威
皆
赦
除
。
其
延
暦
三
年
以
往
、
天
下
百
姓
所
し
負
正
税
未
納
言
上
、

及
調
庸
未
レ
進
者
、
威
免
除
之
。
縦
未
二
言
上
一
、
無
し
由
二
徴
納
一
者
、
亦
免
之
。
神
寺
之
稲
、
宜
レ
准
一
・
此
例
一
焉
・

桓
武
天
皇
は
災
変
が
相
次
ぐ
こ
と
に
対
し
、
自
ら
の
寡
徳
を
徴
悔
し
て
恩
赦
を
施
す
と
い
う
徳
政
に
よ
っ
て
禍
を
転
じ
て
福
と
し
よ
う

と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
常
赦
で
は
免
じ
な
い
私
鋳
銭
・
八
虐
・
強
窃
二
盗
に
つ
い
て
も
み
な
こ
と
ご
と
く
赦
免
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ

ら
に
は
、
正
税
未
納
お
よ
び
調
庸
未
進
を
許
し
、
社
寺
が
封
戸
の
民
に
対
し
て
行
う
出
挙
の
未
納
に
つ
い
て
も
免
除
し
た
。
災
異
な
ど
に

（
６
）

応
え
て
恩
赦
を
行
う
こ
と
は
、
中
国
の
恩
赦
の
あ
り
方
を
導
入
し
た
律
令
国
家
に
お
い
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
儒
教
的

徳
治
主
義
に
基
づ
く
行
為
で
、
天
皇
に
徳
が
あ
っ
て
仁
政
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
天
帝
が
感
応
し
て
災
変
を
終
息

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

さ
ら
に
四
月
に
は
和
泉
・
参
河
を
は
じ
め
と
し
た
十
五
国
で
飢
鐘
が
広
が
っ
た
の
で
、
賑
給
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
八
月
に
も
大
宰
府

管
内
で
飢
民
が
八
万
八
千
余
人
に
達
し
、
賑
仙
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
七
月
二
十
一
日
に
は
、
桓
武
天
皇
夫
人
坂
上
又
子
が
亡
く
な
っ

た
。
延
暦
十
四
年
五
月
五
日
に
は
諸
国
で
の
旱
疫
の
た
め
、
節
宴
が
中
止
と
な
り
、
豊
後
・
日
向
・
大
隅
・
紀
伊
国
で
飢
鐘
が
広
ま
り
、

飢
え
た
た
め
、
賑
給
が
な
さ
れ
た
。
二
十
九
日
に
も
参
河
・
美
作
の
二
国
が
飢
え
た
た
め
、
賑
給
が
な
さ
れ
た
。
閏
三
月
十
日
に
は
、
桓

武
天
皇
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
不
予
の
た
め
、
二
百
人
を
出
家
さ
せ
、
さ
ら
に
は
左
右
京
・
五
畿
内
の
高
年
・
錬
寡
・
孤
独
・
疹
疾
の
自
存
で

き
な
い
人
々
に
賑
仙
が
施
さ
れ
た
が
、
皇
后
は
そ
の
か
い
な
く
こ
の
日
亡
く
な
っ
た
。
十
六
日
の
桓
武
天
皇
に
よ
る
詔
に
は
、
以
下
の
よ

（
５
）

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(妬）



賑
給
が
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
延
暦
二
十
三
年
末
に
桓
武
天
皇
が
不
予
と
な
っ
た
際
に
は
、
平
城
の
七
大
寺
に
遮
使
さ
れ
て
諏
経
が
行
わ
れ

る
の
と
と
も
に
、
平
城
京
の
飢
乏
の
道
俗
に
賑
伽
が
行
わ
れ
、
十
二
月
二
十
六
日
に
は
恩
赦
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
高
齢
者
や
病
人
、
貧
窮
者
な
ど
に
対
し
て
国
家
が
食
料
や
衣
料
を
支
給
す
る
賑
給
と
い
う
行
為
は
、
即
位
・
改
元
・
祥
瑞
な

ど
の
国
家
の
大
事
・
慶
事
に
際
し
て
行
わ
れ
る
場
合
と
、
疫
病
・
災
害
・
飢
鐘
な
ど
の
凶
事
の
際
に
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
八
世
紀
段

（
７
）

階
で
は
両
者
と
も
儒
教
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
、
天
皇
に
よ
る
仁
政
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
延
暦
九
年
か
ら
始
ま
る
桓
武
天
皇
周
辺
の
人
物
の
病
気
や
死
、
旱
越
・
飢
鐘
・
疫
病
な
ど
に
対
し

て
、
恩
赦
や
賑
給
な
ど
の
儒
教
的
徳
治
主
義
に
基
づ
く
対
応
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
が
終
息
す
る
の
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
対
応
は
災
害
の
原
因
が
何
で
あ
ろ
う
と
行
わ
れ
う
る
対
応
方
法
で
あ
り
、
原
因
が
怨
霊
で
な
く
て
も
実
行
さ
れ
う
る
手
法
で
、
実
際

そ
う
し
た
際
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
方
法
は
、
怨
霊
自
体
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
怨
霊
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
を

終
息
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
言
う
な
ら
ば
「
対
症
療
法
的
対
応
」
と
も
言
え
る
対
応
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら

な
い
と
も
言
え
る
。

儒
教
的
対
応
と
並
ん
で
、
神
社
へ
の
祈
祷
に
よ
り
災
異
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
延
暦
九
年
五
月
は
炎
旱
が
続
い
た
た

め
、
二
十
九
日
に
は
畿
内
の
名
神
に
幣
帛
を
奉
り
、
嘉
樹
（
よ
き
あ
め
）
を
祈
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
延
暦
十
年
も
日
照
り
が
続

い
た
た
め
、
六
月
二
十
六
日
に
は
黒
馬
を
丹
生
川
上
神
に
奉
っ
た
ほ
か
、
七
月
一
日
に
は
畿
内
の
名
神
に
幣
帛
を
奉
っ
た
。

（
８
）

そ
し
て
八
月
三
日
夜
に
伊
勢
神
宮
に
盗
賊
が
入
り
、
正
殿
・
財
殿
・
御
門
三
間
・
瑞
垣
一
重
が
焼
失
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

二
、
神
社
で
の
祈
祷

(46）



『
続
日
本
紀
』
は
延
暦
十
年
で
記
述
を
終
え
る
が
、
引
き
続
き
『
日
本
後
紀
』
に
災
異
の
記
事
が
記
さ
れ
る
。
延
暦
十
一
年
五
月
六
日

は
、
度
重
な
る
旱
災
に
よ
っ
て
馬
射
が
停
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
月
五
日
に
は
安
殿
親
王
の
病
に
よ
り
畿
内
の
名
神
に
奉
幣
が
行
わ
れ
、

十
日
に
は
安
殿
親
王
の
病
が
早
良
親
王
の
崇
り
の
た
め
と
い
う
と
卜
い
の
結
果
が
出
る
。

以
上
の
神
社
に
お
け
る
祈
祷
と
い
う
あ
り
方
は
、
炎
旱
や
天
皇
・
皇
太
子
ら
の
病
気
の
時
の
一
般
的
対
応
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
原

因
が
早
良
親
王
の
崇
り
と
さ
れ
て
以
降
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

延
暦
十
五
年
八
月
七
日
に
は
淫
雨
が
晴
れ
な
い
た
め
に
畿
内
の
諸
神
に
奉
幣
し
、
延
暦
十
七
年
七
月
二
十
五
日
や
十
九
年
八
月
十
四
日

な
ど
に
は
丹
生
社
に
奉
幣
し
て
晴
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
怨
霊
と
直
接
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
神
社

に
対
し
て
奉
幣
を
行
う
の
は
、
怨
霊
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
た
炎
旱
や
病
気
平
癒
の
た
め
、
す
な
わ
ち
対
症
療
法
的
対
応
で
あ
り
、
祈
祷
に

よ
り
怨
霊
を
調
伏
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
、
怨
霊
が
発
現
し
た
際
の
陰
陽
道
の
対
応
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
早
良
親
王
の
怨
霊
と
関
係
し
て
陰
陽
師
が
登
場
す
る
の
は
、

（
９
）

『
類
聚
国
史
』
山
陵
の
延
暦
十
九
年
（
八
○
○
）
七
月
己
未
（
二
十
三
日
）
条
の
記
事
で
あ
る
。

詔
日
、
朕
有
し
所
し
思
、
宜
下
故
皇
太
子
早
良
親
王
追
二
称
崇
道
天
皇
一
、
故
廃
皇
后
井
上
内
親
王
追
復
称
皇
后
一
、
其
墓
並
称
中
山
陵
上
、

朕
有
し
所
し
思
、
宜
Ｌ

名
神
に
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
十
四
日
に
は
奉
幣
使
と
し
て
神
祇
伯
大
中
臣
諸
魚
・
神
祇
少
副
忌
部
人
上
ら
と
と
も
に
春
宮
大
夫
紀
古
佐
美
が
遣
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
神
宮
の
焼
亡
は
早
良
親
王
に
か
わ
っ
て
皇
太
子
と
な
っ
た
安
殿
親
王
の
病
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
奉
幣
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
安
殿
親
王
の
病
気
は
よ
く
な
り
、
十
月
二
十
七
日
に
自
ら
神
宮
に
赴
い
て
病
気
の
平
癒
を
報
告
し
た
。

神
宮
は
そ
の
後
延
暦
十
一
年
三
月
二
十
三
日
に
造
替
が
行
わ
れ
て
修
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
月
五
日
に
は
安
殿
親
王
の
病
に
よ
り
畿
内
の

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）
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令
下
従
五
位
上
守
近
衛
少
将
兼
春
宮
亮
丹
波
守
大
伴
宿
禰
是
成
、
率
二
陰
陽
師
・
衆
僧
一
、
鎮
中
謝
在
二
淡
路
国
一
崇
道
天
皇
山
陵
上
、

桓
武
天
皇
は
故
皇
太
子
早
良
親
王
を
崇
道
天
皇
と
追
称
、
故
廃
皇
后
井
上
内
親
王
を
追
復
し
て
皇
后
、
墓
を
両
者
と
も
「
山
陵
」
と
す

る
の
と
と
も
に
、
近
衛
少
将
兼
春
宮
亮
丹
波
守
大
伴
是
成
に
陰
陽
師
・
衆
僧
を
率
い
さ
せ
て
崇
道
天
皇
の
山
陵
に
鎮
謝
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
と
き
陰
陽
師
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
早
良
親
王
の
「
山
陵
」
の
地
鎮
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
怨
霊
の
鎮
魂
を
行
っ
た

（
、
）

わ
け
で
は
な
い
。
陰
陽
師
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
『
職
員
令
』
に
、
「
占
笠
相
し
地
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
墓
を

「
山
陵
」
と
す
る
の
に
あ
た
っ
て
地
所
の
変
更
が
加
え
ら
れ
る
た
め
、
地
相
を
占
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
陰
陽
師
は
占
い
に
よ
り
死
者
の

霊
に
よ
る
霊
障
を
占
断
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
怨
霊
の
鎮
魂
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
治
療
は
験
者
が
加
持
・
修
法
を
行
っ
た
。

（
Ⅱ
）

崇
徳
院
怨
霊
の
場
合
も
、
『
愚
昧
記
』
安
元
三
年
（
二
七
七
）
五
月
十
七
日
条
に
、
「
遣
二
陰
陽
師
一
令
し
鎮
二
山
陵
一
、
同
遮
二
僧
侶
一
令
し

転
レ
経
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
陰
陽
師
が
登
場
す
る
の
は
山
陵
の
地
鎮
の
た
め
だ
け
で
あ
る
。

（
腱
）

と
こ
ろ
で
、
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
占
病
崇
法
第
二
十
七
に
は
、
あ
る
人
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
何
の
崇
り
な
の
か
占
断
す

る
手
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
病
気
の
原
因
と
し
て
神
の
崇
り
、
仏
の
崇
り
な
ど
と
と
も
に
、
霊
鬼
の
崇
り
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
悪
鬼
・
客
死
鬼
・
縛
死
鬼
・
求
食
鬼
・
母
鬼
・
圃
鬼
・
溺
死
鬼
・
乳
死
鬼
・
丈
人
・
兵
死
鬼
・
道
路
鬼
・
無
後

（
脇
）

鬼
の
崇
り
で
あ
る
。
晴
明
は
『
占
事
略
決
』
を
著
す
に
あ
た
っ
て
『
五
行
大
義
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
「
鬼
」
と

は
霊
魂
の
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
し
、
実
際
は
「
求
食
鬼
」
の
占
断
例
し
か
な
く
、
中
国
の
よ
う
に
、
死
霊
を
細
か
く
分
類
す
る
こ
と

は
せ
ず
、
「
邪
気
」
「
霊
気
」
な
ど
の
よ
う
に
漠
然
と
し
た
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
陰
陽
道
に
お
い
て
は
、
た
と
え
あ
る
人
物
の
病
気
の
原
因
を
「
怨
霊
」
だ
と
占
断
し
て
も
、

そ
の
鎮
撫
を
行
う
手
法
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
陰
陽
道
が
現
世
利
益
を
目
的
と
す
る
宗
教
で
、

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）
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よ
う
に
命
じ
る
記
事
で
あ
る
。

（
崎
）

次
に
、
名
誉
の
回
復
と
墓
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
魂
し
て
い
こ
う
と
す
る
手
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十

一
年
（
七
九
二
）
六
月
庚
子
（
十
七
日
）
条
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

（
策
〕

勅
去
延
暦
九
年
、
令
至
淡
路
国
一
宛
二
其
親
王
崇
適
天
皇
、
守
家
一
烟
一
、
兼
随
近
郡
司
専
中
当
其
事
上
、
而
不
レ
存
二
警
衛
一
、
致
し
令
し
有
し
崇
、

自
今
以
後
、
家
下
置
レ
陰
、
勿
レ
使
二
濫
職
一
、

桓
武
天
皇
は
延
暦
九
年
の
勅
に
よ
り
、
淡
路
国
に
命
じ
て
早
良
親
王
の
守
家
を
一
烟
置
き
、
郡
司
に
守
衛
を
専
当
さ
せ
た
が
、
管
理
を

し
っ
か
り
行
わ
な
か
っ
た
た
め
に
崇
り
が
起
こ
っ
た
の
で
、
こ
れ
よ
り
後
は
家
の
ま
わ
り
に
か
ら
ぼ
り
を
掘
り
、
ケ
ガ
レ
が
伝
染
し
な
い

（
肌
）

死
後
の
世
界
、
来
世
観
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
道
の
祭
祀
で
は
、
鬼
気
祭
の
よ
う
に
疫
鬼
を
遠
ざ
け

る
祭
や
、
泰
山
府
君
祭
の
よ
う
に
寿
命
の
長
久
を
願
う
祭
は
あ
る
が
、
怨
霊
自
体
に
は
た
ら
き
か
け
て
鎮
撫
す
る
祭
は
な
い
。
神
道
で
も

陰
陽
道
で
も
、
死
後
の
世
界
に
関
す
る
体
系
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
死
者
の
霊
魂
で
あ
る
怨
霊
に
対
す
る
術
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
民
間
陰
陽
師
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
く
、
験
者
や
歩
き
巫
女
な
ど
と
と
も
に
、
民
衆
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

に
応
え
て
諸
種
の
霊
の
鎮
撫
を
行
っ
た
。

神
社
で
祈
祷
を
行
う
と
い
う
対
処
方
法
も
、
原
因
が
怨
霊
以
外
の
場
合
で
も
一
般
的
に
行
わ
れ
る
対
処
方
法
で
あ
り
、
怨
霊
が
原
因
で

あ
る
災
異
の
場
合
に
は
根
本
的
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
言
え
る
。

『
喪
葬
令
』
先
皇
陵
条
に
「
口

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
） 「凡

三
、
名
誉
回
復
と
墓
の
整
備

先
皇
陵
。
置
二
陵
戸
一
令
し
守
。
非
二
陵
戸
一
令
し
守
者
。
十
年
一
替
・
兆
域
内
。
不
し
得
二
葬
埋
及
耕
牧
樵

(49）



採
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
陵
に
は
陵
戸
が
置
か
れ
て
管
理
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
陵
戸
で
な
く
公
民
に
管
理
さ
せ
る
場
合
は
、
十
年

ご
と
に
変
わ
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
陵
墓
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
「
兆
域
」
と
し
て
一
般
住
民
の
埋
葬
や
牛
馬
飼
育
、
木
の
伐
採

な
ど
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
汚
穣
が
陵
墓
に
伝
染
す
る
と
、
陵
墓
が
崇
り
を
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
右
に
あ
げ
た
早
良
親
王
の
例
で
は
、
墓
の
周
辺
に
陰
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ケ
ガ
レ
が
容
易
に
伝
染
す
る
環
境
に
あ
っ
た
。

な
ぜ
陵
墓
が
崇
り
を
起
こ
す
の
か
と
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
陵
霊
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
『
職
員
令
』

諸
陵
司
条
に
は
、
「
諸
陵
司
。
正
一
人
。
掌
。
祭
二
陵
霊
一
。
喪
葬
凶
礼
。
諸
陵
。
及
陵
戸
名
籍
事
」
と
あ
り
、
諸
陵
司
は
陵
墓
に
と
ど
ま

る
陵
霊
を
祭
る
の
を
職
務
と
し
て
い
た
。
祭
と
は
、
十
二
月
に
行
わ
れ
る
荷
前
奉
幣
の
こ
と
で
あ
る
が
、
祭
祀
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
種
々
の
目
的
に
応
じ
て
不
定
期
的
に
臨
時
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
「
陵
霊
」
に
関
し
て
は
、
桓
武
朝
に
な
っ
て
早
良
親
王
を
は
じ
め
と
す
る
怨
霊
の
崇
り
が
天
皇
・
皇
太
子
の
病
や
火
災
等
の
形

で
発
現
し
た
と
認
識
さ
れ
た
た
め
、
崇
り
の
主
の
「
陵
墓
」
を
整
備
し
手
厚
く
祀
る
こ
と
で
こ
れ
を
鎮
め
よ
う
と
し
、
「
陵
墓
」
と
特
定

（
脇
）

「
陵
霊
」
す
な
わ
ち
「
陵
」
主
の
霊
と
の
不
即
不
離
の
関
係
が
常
態
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
一
年
六
月
癸

巳
（
十
日
）
条
で
も
、
「
皇
太
子
久
病
、
ト
之
、
崇
道
天
皇
為
し
崇
、
遣
二
諸
陵
頭
調
使
王
等
於
淡
路
国
一
、
奉
レ
謝
一
其
霊
一
」
の
よ
う
に
、

墓
に
い
る
早
良
親
王
の
霊
に
対
し
て
謝
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
陵
墓
に
幣
帛
を
奉
っ
て
霊
に
謝
す
こ
と
は
、
延
暦
十
八
年
二
月
十
五
日
に
も
、
兵
部
大
輔
兼
中
衛
少
将
春
宮
亮
大
伴
是
成

と
伝
燈
大
法
師
位
泰
信
等
が
淡
路
国
に
遣
わ
さ
れ
て
、
幣
帛
を
奉
っ
て
霊
に
謝
し
た
例
が
あ
る
。
神
社
に
は
神
霊
が
鎮
座
し
て
お
り
、
そ

こ
に
幣
帛
が
奉
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
陵
墓
に
は
陵
霊
が
鎮
座
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
幣
帛
が
奉
ら
れ
た
。
そ
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
た

（
Ｗ
）

宣
命
は
、
お
そ
ら
く
陵
前
で
焼
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
宣
命
を
焼
く
こ
と
で
、
そ
の
内
容
が
叶
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(”）



そ
し
て
、
先
に
掲
げ
た
延
暦
十
九
年
七
月
二
十
三
日
の
詔
で
、
桓
武
天
皇
は
故
皇
太
子
早
良
親
王
を
「
崇
道
天
皇
」
と
追
称
し
、
故
廃

皇
后
井
上
内
親
王
を
追
復
し
て
「
皇
后
」
と
称
し
、
そ
の
墓
を
両
者
と
も
「
山
陵
」
と
称
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
早
良
は
天
皇
位
に
つ
い

て
い
な
か
っ
た
が
、
追
尊
天
皇
と
す
る
こ
と
に
よ
り
名
誉
を
穫
得
し
、
怨
霊
が
鎮
ま
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
第

四
十
七
代
淳
仁
天
皇
の
父
の
舎
人
親
王
に
崇
道
尽
敬
皇
帝
を
、
第
四
十
九
代
光
仁
天
皇
の
父
の
施
基
皇
子
に
春
日
宮
御
宇
天
皇
を
追
尊
す

る
と
い
う
先
例
が
あ
っ
た
の
で
、
早
良
親
王
を
追
尊
天
皇
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
蹄
踏
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
七
月
二
十
六
日
に
は
、
淡
路
国
津
名
郡
の
戸
二
烟
を
分
ち
て
、
崇
道
天
皇
陵
を
守
ら
せ
、
大
和
国
宇
智
郡
の
戸
一
烟
に
井
上
皇
后

陵
を
守
ら
せ
た
。
そ
し
て
二
十
八
日
に
は
少
納
言
称
城
王
等
を
遣
わ
し
て
、
追
尊
の
こ
と
を
崇
道
天
皇
陵
に
告
げ
、
井
上
皇
后
陵
に
は
散

位
葛
井
王
等
を
遣
わ
し
て
復
位
の
こ
と
を
告
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
名
誉
を
回
復
し
た
り
、
追
尊
し
た
り
す
る
あ
り
方
は
、
そ
の
後
の
怨
霊
の
場
合
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
崇
徳
・
安
徳
・

顕
徳
（
後
鳥
羽
）
・
順
徳
天
皇
の
場
合
は
、
怨
霊
と
な
る
の
を
恐
れ
て
「
徳
」
の
つ
い
た
謹
号
が
奉
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
天
皇
の
場
合

は
そ
の
称
号
に
非
常
に
注
意
が
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
臣
下
の
場
合
に
は
、
生
前
よ
り
高
い
位
階
が
与
え
ら
れ
て
名
誉
の
回
復
が
な
さ
れ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
怨
霊
と
な
っ
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
の
人
物
の
位
階
を
昇
叙
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
延
暦
二
十
四
年
三

月
二
十
日
に
は
、
延
暦
四
年
の
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
で
流
さ
れ
た
吉
備
泉
・
五
百
枝
王
・
藤
原
浄
岡
・
藤
原
雄
依
・
山
上
船
主
ら
の
罪
を

免
し
て
京
に
戻
し
、
さ
ら
に
翌
年
桓
武
天
皇
が
重
体
に
陥
る
と
、
三
月
十
七
日
に
は
右
の
者
た
ち
を
本
位
に
戻
す
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
早

良
の
甥
の
五
百
王
が
従
四
位
上
と
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
復
位
が
な
さ
れ
て
い
る
。
怨
霊
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
人
物
の
墓

を
整
備
し
た
り
、
本
人
お
よ
び
近
親
者
の
名
誉
を
回
復
し
た
り
す
る
こ
と
は
有
効
な
対
処
方
法
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
行
わ
れ
て
い

た
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）
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災
異
の
原
因
が
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
、
儒
教
的
対
応
や
神
社
に
お
け
る
神
祇
的
対
応
と
と
も
に
、
諏
経
や
写
経
な

ど
の
仏
教
的
対
応
も
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
因
が
怨
霊
で
あ
る
と
特
定
さ
れ
る
と
、
鎮
撫
に
あ
た
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
仏
教
で
あ
る
。
『
扶

（
肥
）

（
冊
）

桑
略
記
』
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
正
月
十
六
日
条
に
は
興
福
寺
僧
善
珠
の
事
蹟
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

興
福
寺
善
珠
任
二
僧
正
一
、
皇
太
子
病
悩
間
、
施
二
般
若
験
一
、
価
被
二
抽
賞
一
、
去
延
暦
四
年
十
月
、
皇
太
子
早
良
親
王
将
し
被
し
廃
、
時

馳
二
使
諸
寺
一
、
令
レ
修
二
白
業
一
、
干
し
時
諸
寺
拒
而
不
レ
納
、
後
乃
到
一
菅
原
寺
一
、
妥
興
福
寺
沙
門
善
珠
含
レ
悲
出
迎
、
澗
レ
涙
礼
仏
詑

之
後
、
遙
契
遙
言
、
前
世
残
業
、
今
来
成
し
害
、
此
生
絶
し
儲
、
更
勿
レ
結
レ
怨
、
使
者
還
報
二
委
曲
一
、
親
王
憂
裡
為
し
歓
云
、
自
被
二
忍

辱
之
衣
一
、
不
し
伯
二
逆
鱗
之
怒
一
、
其
後
親
王
亡
霊
屡
悩
二
於
皇
太
子
一
、
善
珠
法
師
応
し
請
、
乃
祈
請
云
、
親
王
出
し
都
之
日
、
厚
蒙
二

遺
教
一
、
乞
用
二
少
僧
之
言
一
、
勿
レ
致
二
悩
乱
之
苦
一
、
即
転
二
読
般
若
一
、
説
二
元
相
之
理
一
、
此
言
未
レ
行
、
其
病
立
除
、
因
し
弦
昇
進
、

遂
拝
二
僧
正
一
、
為
し
人
致
し
忠
、
自
得
二
其
位
一
也
、

次
に
、
仏
教
的
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
延
暦
九
年
九
月
三
日
に
は
、
安
殿
親
王
の
病
の
た
め
、
京
下
の
七
寺
に
お
い
て
諏

経
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
安
殿
親
王
の
病
気
平
癒
の
た
め
の
調
経
で
あ
る
。
病
気
平
癒
を
願
っ
て
調
経
や
写
経
を
行
う
こ
と
は
広
く
見
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
延
暦
十
年
四
月
十
八
日
に
は
、
山
背
国
内
の
諸
寺
の
仏
塔
で
壊
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
使
い
を
遣
わ
し
て
こ
と

ご
と
く
修
理
さ
せ
た
。
こ
の
対
応
も
安
殿
親
王
の
病
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
神
社
の
社
殿
や
寺
院
の
堂
舎
が
破
損
し
て
い
る
と
、
神
や

仏
の
力
が
弱
ま
り
、
災
異
が
発
生
し
た
り
天
皇
周
辺
の
人
物
に
病
気
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
修
造
が
な
さ
れ
る
の

で
あ
っ
た
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

四
、
仏
教
的
対
応

(52）



延
暦
十
六
年
五
月
十
三
日
に
は
、
禁
中
の
正
殿
に
錐
が
集
ま
る
と
い
う
怪
異
が
発
生
し
、
十
九
日
に
禁
中
な
ら
び
に
東
宮
で
金
剛
般
若

経
の
転
読
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
東
宮
で
転
読
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
怪
異
は
早
良
の
怨
霊
と
関
連
し
て
東
宮
に
何
か
不

吉
な
こ
と
が
発
生
す
る
予
兆
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
五
月
二
十
日
に
は
、
崇
道
天
皇
の
霊
に
謝
す
る
た
め
に
僧
二
人

が
淡
路
国
に
遣
わ
さ
れ
て
転
経
、
悔
過
が
行
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
怨
霊
に
は
ど
の
よ
う
な
経
典
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
六
国
史
記
載
の
崇
り
・
物
の
怪
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、
大
般
若
経
・
金
剛
般
若
経
・
法
華
経
・
般
若
心
経
・
金
光
明
最
勝
王
経
・
仁
王
経
・
薬
師
経
の
読
諏
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確

（
別
）

認
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
多
い
の
は
大
般
若
経
の
読
調
で
あ
る
。
大
般
若
経
は
「
災
異
を
除
く
た
め
」
、
「
災
害
を
消
除
し
国
家
を

安
寧
に
せ
ん
が
た
め
」
、
ま
た
「
禍
を
減
し
福
を
致
さ
ん
が
た
め
」
に
読
ま
れ
、
「
般
若
の
力
、
不
可
思
議
」
と
い
わ
れ
た
そ
の
呪
術
力
が
、

崇
り
や
物
の
怪
に
対
し
て
法
験
を
発
揮
し
た
と
さ
れ
る
。
般
若
経
は
多
分
に
呪
術
的
側
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
怨
霊
鎮
撫
に
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
善
珠
も
般
若
経
を
転
読
し
て
無
相
の
理
を
説
い
た
こ
と
に
よ
り
、
早
良
の
怨
霊
は
静
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

気
は
治
っ
た
と
い
う
。

延
暦
四
年
十
月
、
早
良
親
王
が
廃
太
子
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
き
に
、
諸
寺
に
使
い
を
遣
わ
し
、
後
生
の
た
め
に
読
経
し
て
く
れ
る
よ
う

頼
ん
だ
が
、
み
な
拒
否
さ
れ
て
し
ま
い
、
菅
原
寺
に
い
た
善
珠
だ
け
が
親
王
の
運
命
を
悲
し
ん
で
礼
仏
を
行
い
、
前
世
の
残
業
の
た
め
に

今
こ
う
し
た
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で
仇
を
絶
ち
、
怨
を
結
ん
で
は
な
ら
な
い
と
使
者
に
告
げ
た
。
使
者
が
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
報
告
す
る
と
、
早
良
は
聞
い
て
歓
び
、
侮
辱
・
迫
害
を
受
け
て
も
忍
受
し
て
恨
ま
な
い
よ
う
に
し
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

こ
と
を
述
べ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
後
、
早
良
の
亡
霊
が
し
ば
し
ば
安
殿
親
王
を
悩
ま
せ
た
と
き
、
善
珠
が
以
前
早
良
に
説
い
た
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
、
悩
乱
の
苦
し
み
か
ら
脱
せ
さ
せ
よ
う
と
し
て
般
若
経
を
転
読
し
て
無
相
の
理
を
説
く
と
、
崇
り
は
静
ま
り
、
安
殿
の
病

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(宛）



ま
た
、
大
同
五
年
（
八
一
○
）
七
月
二
十
七
日
に
は
、
嵯
峨
天
皇
不
予
に
よ
り
、
崇
道
天
皇
の
た
め
に
百
人
、
伊
予
親
王
の
た
め
に
十

人
、
藤
原
吉
子
の
た
め
に
二
十
人
の
得
度
を
許
し
、
二
十
九
日
に
は
崇
道
天
皇
の
た
め
に
川
原
寺
に
お
い
て
法
華
経
一
部
の
書
写
を
さ
せ

て
い
る
。
法
華
経
・
金
光
明
経
・
仁
王
般
若
経
を
長
講
す
る
際
の
願
文
や
法
会
の
次
第
を
最
澄
が
弘
仁
三
・
四
年
（
八
一
二
・
八
一
三
）

に
ま
と
め
た
「
三
部
長
講
会
式
」
は
、
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』
『
長
講
法
華
経
後
分
略
願
文
』
『
長
講
金
光
明
経
会
式
』
『
長
講
仁
王

（
剛
）

（
漣
）

般
若
経
会
式
』
か
ら
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』
で
は
、
阿
閤
仏
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
願
文
が
捧
げ
ら

（
湖
）

れ
た
。

（
別
）

ま
た
、
最
澄
の
高
弟
光
定
に
よ
る
『
伝
述
一
心
戒
文
』
は
、
最
澄
の
主
張
し
た
大
乗
戒
の
独
立
に
つ
い
て
の
事
情
や
経
過
お
よ
び
円

（
濁
）

澄
が
最
澄
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
が
著
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
上
「
承
先
師
命
建
大
乘
寺
文
」
中
に
も
「
怨
霊
」
に
関
す
る
記
述

願
崇
道
天
王
吉
野
淡
路
等
横
天
皇
子
霊
親
王
及
夫
人
伯
伴
成
子
等
一
切
中
天
霊
東
夷
諸
将
軍
及
曹
諸
将
軍
一
切

横
死
霊
及
以
兇
奴
等
結
怨
横
死
者
西
戎
諸
将
軍
及
曹
諸
将
軍
一
切
横
死
霊
及
以
隼
人
等
結
怨
横
死
者
松
浦
小
弐

霊
九
国
横
死
者
八
島
悪
鬼
神
一
切
鬼
龍
等
及
魑
魅
魍
魎
永
離
二
業
道
患
一
帰
二
依
法
華
経
一
衛
二
護
日
本
国
一
益
し
国

利
二
人
民
一
恒
修
薩
唾
行
一
速
成
二
無
上
道
一

諸
霊
の
鎮
撫
に
あ
た
っ
て
崇
道
天
皇
の
霊
が
筆
頭
に
置
か
れ
、
そ
の
他
井
上
内
親
王
・
他
戸
親
王
・
淳
仁
天
皇
・
伊
予
親
王
・
藤
原
吉

子
ら
の
霊
、
そ
し
て
、
桓
武
天
皇
に
よ
る
蝦
夷
・
隼
人
征
討
事
業
で
犠
牲
に
な
っ
た
敵
味
方
の
諸
将
軍
で
横
死
し
た
一
切
の
者
の
霊
、
及

び
甸
奴
・
隼
人
ら
横
死
し
て
怨
を
抱
い
た
者
、
藤
原
広
嗣
の
霊
、
日
本
国
中
の
横
死
者
や
悪
鬼
神
、
一
切
の
鬼
・
龍
や
魑
魅
魍
魎
を
慰
撫

し
、
永
遠
に
悪
行
の
患
い
か
ら
離
れ
て
法
華
経
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
日
本
を
守
っ
て
国
を
益
し
人
民
を
利
す
る
よ
う
祈
願
し

て
い
る
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(鰹）



弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
四
月
二
十
六
日
、
比
叡
山
に
九
院
を
作
り
、
そ
こ
で
護
国
三
部
経
の
長
講
を
行
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

願
文
の
具
体
的
内
容
は
、
一
切
の
天
神
地
祇
と
恨
怨
を
起
こ
す
神
祇
等
が
苦
を
離
れ
て
楽
を
得
る
た
め
に
金
光
明
経
の
長
講
を
、
一
切
の

鬼
神
の
た
め
に
仁
王
般
若
経
の
長
講
を
、
日
本
国
開
關
以
来
の
一
切
の
国
主
、
御
霊
、
延
暦
以
前
の
一
切
の
皇
霊
、
平
穏
に
亡
く
な
っ
た

王
の
霊
お
よ
び
怨
を
抱
い
て
亡
く
な
っ
た
王
の
霊
、
臣
下
の
霊
、
僧
侶
た
ち
の
霊
、
賢
霊
、
聖
霊
お
よ
び
六
道
四
生
に
お
い
て
苦
し
ん
で

い
る
一
切
の
龍
・
鬼
等
の
霊
が
、
永
遠
に
三
界
を
出
て
成
仏
す
る
よ
う
法
華
経
の
長
講
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
・
金
光
明
最

勝
王
経
・
仁
王
般
若
経
と
い
っ
た
護
国
経
は
、
天
下
に
災
異
を
振
り
ま
く
怨
霊
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
ら
の
講
説

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
怨
霊
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
輪
廻
転
生
す
る
三
界
か
ら
解
脱
し
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

善
珠
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
雑
密
の
も
つ
呪
術
性
に
よ
っ
て
怨
霊
を
鎮
め
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
奈
良
末
平
安
初
期
の
こ
ろ
に
な

る
と
、
怨
霊
は
成
仏
で
き
ず
に
三
界
を
迷
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
仏
教
の
力
で
成
仏
さ
せ
る
と
い
う
あ
り
方
に
変
化
し
て

い
く
。
仏
教
は
死
後
の
世
界
の
体
系
を
も
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
に
よ
っ
て
諸
霊
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
「
怨

霊
」
を
創
出
し
、
そ
れ
の
鎮
撫
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

が
あ
る
。

花
経
一
、

弘
仁
九
年
四
月
二
十
六
日
五
更
、
奉
レ
資
二
国
主
一
、
發
レ
願
奉
レ
資
二
一
切
天
神
地
祇
一
、
起
恨
怨
一
神
祇
等
、
令
二
離
苦
得
楽
一
、
故
定
二

九
院
一
、
令
レ
長
二
講
金
光
明
一
、
抜
二
済
一
切
国
裏
百
部
鬼
神
等
一
、
令
二
離
苦
得
楽
一
、
故
定
二
九
院
一
、
令
レ
長
二
講
仁
王
護
国
般
若
経
一
、

奉
レ
資
二
大
日
本
国
開
關
以
來
一
切
国
主
、
御
霊
、
延
暦
以
前
一
切
皇
霊
、
並
平
崩
怨
蕊
王
霊
、
臣
霊
、
比
丘
霊
、
比
丘
尼
霊
、
優
婆

塞
霊
、
優
婆
夷
霊
、
賢
霊
、
聖
霊
及
六
道
四
生
受
苦
一
切
龍
鬼
等
霊
永
出
二
三
界
一
、
皆
悉
成
仏
、
故
定
二
九
院
一
、
令
レ
長
二
講
妙
法
蓮

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(妬）



以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
怨
霊
の
鎮
魂
に
あ
た
っ
て
は
、
仏
教
主
導
で
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
が
、
怨
霊
と
な
っ
た
人
物
の

墓
の
近
く
に
寺
を
建
立
し
た
り
、
あ
る
い
は
既
存
の
寺
院
に
そ
の
墓
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
怨
霊
の
鎮
魂
を
行
う
と
い
う
方
策

延
暦
二
十
三
年
（
八
○
四
）
十
二
月
、
桓
武
天
皇
は
病
と
な
っ
た
た
め
、
翌
年
正
月
朔
日
は
廃
朝
と
な
っ
た
が
、
桓
武
は
こ
れ
を
早
良

親
王
の
崇
り
の
た
め
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
正
月
甲
申
（
十
四
日
）
条
に
は
、
「
奉
二
為
崇
道
天
皇
一
、

建
二
寺
於
淡
路
国
一
」
と
あ
り
、
早
良
親
王
の
た
め
に
淡
路
国
に
寺
を
建
立
さ
せ
た
。
ま
た
同
時
に
飼
っ
て
い
た
鷹
・
犬
を
放
し
て
殺
生
で

あ
る
狩
を
止
め
た
り
、
戒
行
に
欠
け
る
た
め
寺
か
ら
追
放
し
た
破
戒
僧
を
本
寺
に
住
す
る
こ
と
を
許
し
た
り
、
天
下
諸
国
に
命
じ
て
国
内

諸
寺
の
塔
を
修
理
さ
せ
た
り
も
し
て
い
る
。
桓
武
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
早
良
の
怨
霊
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

淡
路
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
寺
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
常
隆
寺
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
常
隆
寺
は
津
名

郡
の
常
隆
寺
山
頂
付
近
に
あ
り
、
現
在
「
早
良
親
王
御
霊
」
を
祀
る
寺
刹
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
北
東
に
三
欲
離
れ
た
仁
井
地
区
に
、

早
良
親
王
を
埋
葬
し
た
と
す
る
「
天
王
の
森
」
や
そ
の
前
に
は
「
早
良
池
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
寺
と
陵
墓
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
か
な

（
錨
）

り
離
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
享
保
年
間
に
仲
野
安
雄
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
重
修
淡
路
常
盤
艸
』
に
よ
れ
ば
、
崇
道
天
皇
山
陵
は

津
名
郡
の
「
下
川
井
に
あ
り
、
俗
に
高
嶋
と
称
す
、
松
の
生
た
る
円
山
な
り
」
と
し
、
俗
説
で
は
そ
こ
を
淳
仁
天
皇
陵
と
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
淳
仁
天
皇
陵
は
三
原
郡
で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
高
嶋
が
崇
道
天
皇
陵
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
牛

山
佳
幸
も
、
早
良
親
王
の
旧
陵
墓
が
通
称
「
高
島
の
森
」
に
比
定
し
う
る
の
で
、
「
高
島
の
森
」
の
南
側
に
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
妙

も
と
ら
れ
た
。 怨

霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

五
、
陵
寺
の
建
立

(56）



（
”
）

暁
寺
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

淡
路
廃
帝
（
淳
仁
天
皇
）
は
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
を
き
っ
か
け
と
し
て
孝
謙
上
皇
に
よ
っ
て
淡
路
に
配
流
さ
れ
た
が
、
そ
の
淡
路
墓
所
は

最
初
は
犯
罪
者
と
し
て
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
怨
霊
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
改
葬
さ
れ
た
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
（
七

七
二
）
八
月
丙
寅
（
十
八
日
）
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

遣
二
従
五
位
下
三
方
王
・
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
和
麻
呂
及
六
位
巳
下
三
人
一
、
改
二
葬
廃
帝
於
淡
路
一
、
乃
屈
一
当
界
衆
僧
六
十
口
一
、

設
斎
行
道
、
又
度
下
当
処
年
少
梢
有
二
浄
行
一
者
二
人
上
、
常
魔
二
墓
側
一
、
令
レ
脩
二
功
徳
一
、

淡
路
廃
帝
の
墓
が
改
葬
さ
れ
、
淡
路
国
の
僧
六
十
人
を
招
い
て
供
養
を
し
、
年
少
の
浄
行
者
二
人
を
常
に
墓
の
そ
ば
に
住
ま
わ
せ
て
読

経
等
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
常
魔
」
は
墓
の
そ
ば
に
あ
っ
て
「
墓
寺
」
と
考
え
ら
れ
、
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
三
月
二
十
三

（
閉
）

日
に
淡
路
親
王
の
墓
を
山
陵
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
「
常
臓
」
は
「
墓
寺
」
か
ら
小
規
模
な
「
陵
寺
」
に
転
生
し
た
。
死
者
の
霊
魂
を

追
福
す
る
た
め
に
墓
の
近
く
に
建
立
さ
れ
た
「
墓
寺
」
は
奈
良
時
代
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
天
皇
陵
で
あ
る
「
陵
墓
」
に
す
ま
う
霊
魂

の
た
め
の
「
陵
寺
」
は
、
早
良
の
場
合
を
先
雛
と
し
、
後
に
は
怨
霊
と
な
っ
て
い
な
い
天
皇
の
場
合
に
も
設
け
ら
れ
て
い
く
。

光
仁
天
皇
の
妃
井
上
内
親
王
と
そ
の
息
他
戸
親
王
は
、
光
仁
天
皇
を
呪
誼
し
た
と
し
て
廃
后
・
廃
太
子
と
な
り
、
大
和
国
宇
智
郡
没
官

宅
に
幽
閉
さ
れ
、
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
四
月
二
十
七
日
両
者
同
時
に
亡
く
な
る
が
、
以
降
藤
原
百
川
や
桓
武
天
皇
は
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
十
二
月
二
十
八
日
に
は
墓
が
改
葬
さ
れ
て
「
御
墓
」
と
称
す
る
よ
う
に
し
、
守
家
一
烟
が
置
か
れ

て
管
理
を
手
厚
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
年
正
月
二
十
日
に
も
改
葬
し
、
延
暦
十
九
年
（
八
○
○
）
に
は
井
上
を
皇
后
と
復

称
し
、
そ
の
墓
を
山
陵
と
し
、
宇
智
郡
の
戸
一
烟
に
陵
を
守
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
○
五
）
二
月

（
丙
午
）
六
日
条
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(57）



「
怨
霊
」
と
い
う
言
葉
は
漢
訳
経
典
に
は
見
ら
れ
ず
、
中
国
仏
教
に
は
な
い
言
葉
で
あ
り
、
奈
良
時
代
後
期
に
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人

（
割
）

物
の
崇
り
が
相
次
ぐ
中
、
九
世
紀
初
頭
に
仏
教
者
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
怨
霊
の
鎮
撫
は
仏
教
主
導

で
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
仏
教
に
は
死
後
の
世
界
の
体
系
が
あ
り
、
成
仏
で
き
ず
に
さ
ま
よ
う
霊
魂
を
得
道
さ
せ
る
方
策
を
有
し
て
い

早
良
の
場
合
は
そ
の
後
遺
骨
を
都
の
近
く
に
移
し
、
改
め
て
陵
墓
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
都
か
ら
流
さ
れ
た
人
物
の
霊
魂
を

都
近
く
に
呼
び
戻
し
、
怒
っ
て
い
る
霊
魂
を
慰
め
る
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
。
大
和
国
添
上
郡
に
八
嶋
陵
が
築
か
れ
、
そ
れ
に
近
接
し
て

（
湖
）

八
嶋
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
『
元
亨
釈
書
』
資
治
表
四
桓
武
天
皇
の
項
に
は
、
延
暦
二
十
五
年
冬
の
こ
と
と
し
て
、
「
建
二
八
嶋
寺
一
而
置
レ
度
」

と
あ
り
、
「
勅
二
天
下
一
、
分
二
州
租
一
入
二
別
倉
一
連
二
納
八
嶋
寺
一
、
毎
歳
置
二
度
者
一
人
一
、
薦
二
崇
道
天
皇
一
也
」
の
よ
う
に
、
各
国
の
租
を

分
か
ち
て
八
嶋
寺
に
送
り
、
得
度
し
た
者
を
一
人
置
い
て
崇
道
天
皇
に
奉
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
八
嶋
寺
は
八
嶋
陵
の
陵
寺
で
あ
っ

た
。
大
和
国
に
は
八
嶋
寺
料
が
一
万
束
あ
り
、
国
家
に
よ
っ
て
寺
の
経
営
が
保
証
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
怨
霊
が
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

（
鋤
）

ヲ
（
》
。

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

令
下
僧
一
百
五
十
人
、
於
二
宮
中
及
春
宮
坊
等
一
、
読
卵
大
般
若
経
上
、
造
二
一
小
倉
於
霊
安
寺
一
、
納
稲
州
束
一
、
又
別
収
二
調
綿
百
五
十

斤
、
庸
綿
百
五
十
斤
一
、
慰
二
神
霊
之
怨
恨
一
也
、

井
上
内
親
王
・
他
戸
親
王
の
「
神
霊
の
怨
恨
を
慰
め
る
た
め
」
に
一
小
倉
が
霊
安
寺
に
造
ら
れ
、
そ
こ
に
稲
三
十
束
が
納
め
ら
れ
、
ま

た
別
に
調
綿
百
五
十
斤
と
庸
綿
百
五
十
斤
が
収
め
ら
れ
た
と
い
う
。
霊
安
寺
自
体
が
井
上
と
他
戸
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
の
「
陵
寺
」
で

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

お
わ
り
に

(認）



た
か
ら
で
あ
る
。
儒
教
的
対
応
や
神
社
で
の
祈
禰
は
、
対
症
療
法
的
対
応
で
あ
り
、
病
や
災
異
と
い
っ
た
現
象
を
終
息
に
向
か
わ
す
こ
と

は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
原
因
が
怨
霊
に
あ
る
と
き
に
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
怨
霊
へ
の
対
処
の
基
本
と
な
る

の
は
、
怨
霊
と
な
っ
た
人
物
の
墓
所
で
の
儀
礼
で
あ
り
、
墓
所
に
は
霊
魂
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
霊
に
対

し
て
、
名
誉
回
復
や
奉
幣
、
墓
の
整
備
を
行
う
な
ど
し
て
怒
り
を
鎮
め
る
方
法
や
、
仏
教
的
手
法
に
よ
り
怒
り
を
な
だ
め
て
成
仏
さ
せ
る

方
法
に
よ
り
怨
霊
が
鎮
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
怨
霊
に
対
時
し
て
強
圧
的
に
ね
じ
伏
せ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
丁
寧
に

慰
撫
し
て
怒
り
を
な
だ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
怨
霊
を
安
ん
じ
る
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
十
世
紀
中
葉
に
な
る
と
菅
原
道
真
を
祭
る
北
野
天
満
宮
が
創
建
さ
れ
る
が
、
北
野
天
満
宮
の
場
合
も
、
当
初
は
寺
の
境
内
に

造
ら
れ
た
祠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
数
度
に
よ
る
火
災
を
経
、
承
平
・
天
慶
の
乱
以
降
の
神
祇
重
視
政
策
に
よ
り
神
社
化
し
て
い
き
、
二

（
漣
）

十
二
社
の
一
つ
と
な
っ
て
勅
祭
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
各
所
で
寺
院
の
境
内
に
建
立

さ
れ
た
怨
霊
を
祀
る
祠
が
独
立
し
て
神
社
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
五
條
市
の
御
霊
神
社
や
奈
良
市
の
鏡
神
社
な
ど
は
こ
う

し
た
経
緯
で
神
社
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
十
世
紀
中
葉
以
降
は
怨
霊
を
神
と
し
て
神
社
に
祀
り
鎮
魂
を
は
か
る
と
い
う
手
法
が
生

ま
れ
る
が
、
そ
う
し
た
神
社
に
お
い
て
も
、
鎮
魂
に
僧
侶
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
怨
霊
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
が
な
さ
れ
た
の
か
、
早
良
親
王
の
場
合
を
中
心
に
考
察
し
た
。
そ
し
て

こ
う
し
た
対
処
の
あ
り
方
は
、
早
良
親
王
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
他
の
怨
霊
に
つ
い
て
も
共
通
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(ぬ）



註
（
１
）
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
校
注
『
愚
管
抄
』
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
。

（
２
）
『
日
本
後
紀
』
は
逸
文
も
含
め
て
、
黒
板
伸
夫
・
森
田
悌
編
『
日
本
後
紀
』
（
集
英
社
、
二
○
○
三
年
）
を
用
い
た
。

（
３
）
「
怨
霊
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
近
刊
の
拙
稿
「
怨
霊
の
思
想
」
（
佐
藤
弘
夫
編
『
日
本
思
想
史
講
座
第
一
巻
古
代
』
ぺ
り
か
ん
社
）
を
参

照
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

（
４
）
早
良
親
王
の
怨
霊
に
関
し
て
は
、
大
安
寺
国
際
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
崇
道
天
皇
と
大
安
寺
』
（
大
安
寺
、
一
九
八
五
年
）
、
坪
之
内
徹
「
早
良
親

王
関
係
史
料
の
整
理
」
（
『
文
化
史
学
』
三
二
、
一
九
七
六
年
）
、
本
郷
真
紹
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
国
家
と
仏
教
ｌ
早
良
親
王
と
大
安
寺
・
東
大
寺
ｌ
」

（
『
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
」
法
蔵
館
、
二
○
○
五
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）
、
小
林
茂
文
「
早
良
親
王
怨
霊
言
説
の
発
明
」
（
『
史
学
』
七
九
’
三
、
二

（
６
）
古
代
の
恩
赦
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
『
古
代
王
権
と
恩
赦
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
７
）
寺
内
浩
「
律
令
制
支
配
と
賑
給
」
（
『
日
本
史
研
究
」
二
四
一
、
一
九
八
二
年
）
。

（
８
）
『
続
日
本
紀
』
で
の
記
述
の
ほ
か
、
『
大
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
詳
し
い
顛
末
が
記
さ
れ
る
。

（
９
）
『
類
聚
国
史
』
〈
新
訂
増
補
国
史
大
系
〉
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。

（
皿
）
井
上
光
貞
等
校
注
『
律
令
』
〈
日
本
思
想
大
系
〉
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
。

（
ｕ
）
『
平
記
・
大
府
記
・
永
昌
記
・
愚
昧
記
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）
。

（
岨
）
小
坂
眞
二
『
安
倍
晴
明
撰
『
占
事
略
決
』
と
陰
陽
道
』
（
汲
古
書
院
、
二
○
○
四
年
）
。

（
昭
）
こ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
繁
田
信
一
『
平
安
貴
族
と
陰
陽
師
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
五
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｍ
）
山
下
克
明
『
陰
陽
道
の
発
見
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
○
一
○
年
）
。

（
咽
）
『
日
本
紀
略
』
〈
新
訂
増
補
国
史
大
系
〉
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年
）
。

（
略
）
田
中
聡
「
「
陵
墓
」
に
み
る
「
天
皇
」
の
形
成
と
変
質
ｌ
古
代
か
ら
中
世
へ
ｌ
」
（
日
本
史
研
究
会
・
京
都
民
科
歴
史
部
会
編
『
「
陵
墓
」
か
ら
み
た

日
本
史
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）
。

○
一
○
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
５
）
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
閏

系
〉
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
閏
三
月
壬
午
（
十
六
日
）
条
。
な
お
、
「
続
日
本
紀
』
は
、
青
木
和
夫
ほ
か
校
注
『
続
日
本
紀
』
〈
新
日
本
古
典
文
学
大

怨
霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

(“）



（
釦
）
『
延
喜
式
』
主
税
上
諸
国
本
稲
条
。

（
趾
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
三
日
受
匿
骨
匡
・
屋
‐
ｓ
ご
ｏ
・
胃
・
旨
扇
シ
ミ
）
を
用
い
て
検
索
を
行
う
と
、
頼
寶
撰
「
稗
摩
訶
術
論

勘
注
』
以
下
の
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
経
典
の
注
釈
書
に
し
か
「
怨
霊
」
の
語
は
検
出
さ
れ
な
い
。

（
鋤
）
菅
原
道
真
が
神
と
な
り
、
北
野
天
満
宮
に
祭
ら
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
怨
霊
か
ら
神
へ
ｌ
菅
原
道
真
の
神
格
化
ｌ
」
（
『
日
本
歴
史
』

七
四
六
、
二
○
一
○
年
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

（
邪
）
西
山
良
平
「
〈
陵
寺
〉
の

（
羽
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
。

（
釦
）
『
延
喜
式
』
主
税
上
諸
国

（
趾
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ー の

（
Ⅳ
）
「
王
朝
の
タ
タ
リ
」
（
小
嶋
菜
温
子
『
か
ぐ
や
姫
幻
想
ｌ
皇
権
と
禁
忌
ｌ
』
森
話
社
、
二
○
○
二
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）
で
は
、
伊
勢
の
神
前
と

山
陵
の
霊
前
で
共
通
し
て
天
皇
の
宣
命
な
ど
を
焼
く
儀
礼
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
肥
）
『
扶
桑
略
記
・
帝
王
編
年
記
』
〈
新
訂
増
補
国
史
大
系
〉
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。

（
四
）
善
珠
に
関
し
て
は
、
名
畑
崇
「
善
珠
に
つ
い
て
」
（
『
大
谷
学
報
』
五
二
’
四
、
一
九
七
三
年
）
、
山
口
敦
史
「
古
代
前
期
・
仏
典
注
釈
の
世
界
ｌ
善

珠
撰
述
経
疏
の
言
説
を
中
心
に
ｌ
」
（
古
代
文
学
会
編
『
祭
儀
と
言
説
ｌ
生
成
の
〈
現
場
〉
へ
ｌ
』
（
森
話
社
、
一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
別
）
田
村
閲
澄
「
神
宮
寺
と
神
前
読
経
と
物
の
怪
」
（
『
飛
鳥
仏
教
史
研
究
」
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
、
初
出
一
九
五
四
年
）
。

（
別
）
「
三
部
長
講
会
式
」
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
行
わ
れ
て
き
た
が
、
怨
霊
と
の
関
係
で
言
え
ば
櫻
木
潤
「
最
澄
撰
「
三
部
長
講
会
式
」

に
み
え
る
御
霊
」
（
『
史
泉
』
九
六
、
二
○
○
二
年
）
が
重
要
で
あ
り
、
大
変
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
犯
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
三
六
三
。

（
羽
）
櫻
木
潤
「
最
澄
撰
「
三
部
長
講
会
式
」
に
み
え
る
御
霊
」
（
『
史
泉
」
九
六
、
二
○
○
二
年
）
。

（
別
）
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
二
三
七
九
。

（
妬
）
鎌
田
茂
雄
ほ
か
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
。

（
妬
）
『
重
修
淡
路
常
磐
草
」
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）
。

（
訂
）
牛
山
佳
幸
「
早
良
親
王
御
霊
そ
の
後
Ｉ
崇
道
天
王
社
か
ら
ソ
ウ
ド
ウ
社
へ
ｌ
」
（
『
【
小
さ
き
社
】
の
列
島
史
』
平
凡
社
、
二
○
○
○
年
、
初
出
一
九

八
四
年
）
。怨

霊
へ
の
対
処
（
山
田
）

誕
生
」

（
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家
の
史
的
特
質
古
代
・
中
世
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）
。

(α）


